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身体表現活動における 5歳児に適した題材の検討 

―経験内容の違いが身体表現に及ぼす影響に着目して― 

幼児教育選修 竹内 和 

 

Ⅰ 問題と目的 

 領域「表現」には、「感じた事や考えたことを自

分なりに表現することを通して、豊かな感性や表現

する力を養い、創造性を豊かにする。」と記載され

ている。「表現」の中でも身体表現活動においては、

保育者の多くが表現の一側面として子どもの感情

表出の大切さを感じ、その実行によって心の開放が

みられると考え、その体験の積み重ねが想像力の増

進につづくことを期待しているとしている¹⁾にも

かかわらず、これらは実際には行われることの少な

い内容だという報告がされている²⁾。また、様々な

保育現場において身体表現あそびの実践を重ねて

きた平野³⁾も、身体表現あそびの実践に対して、多

くの保育者が「身体表現は苦手」という意識をもっ

ていると述べている。それはつまり、子どもが身体

表現を通して何を楽しんでいるのかと言う判断が、

明確に分からないという点や、どう楽しませて良い

のかわからないという題材の選び方やその後の展

開の不安があるのではないかと考えた。 

 そこで、本研究では、身体表現活動以前の経験内

容の違いが、子どもたちの身体表現にどのような影

響を及ぼすのか、また、身体表現の題材によって子

どもがどのような動きをするかという点に着目し、

身体表現活動における 5 歳児に適した題材を検討

することを目的とした。 

 

Ⅱ 研究方法 

1 対象とした実践 

被験者：岡崎市T幼稚園5歳児 

指導者：同幼稚園5歳児担任(園長)、 

5歳児副担任 

2014年5月21日「カタツムリ」 

…生き物を育てる経験   

2014年6月4日「かお」 

…絵本を読む経験 

2014年6月4日「たまねぎ」 

…植物を育て、収穫した経験 

2 手続き 

子どもや日々の生活に即した担当保育

者による身体表現活動を実践的な実験の

対象とした。 

 

その様子を 2～3 台のビデオカメラに撮影し、担

当保育者は専用のマイクを付け、保育者の発話が映

像と連動して録画できるようにした。その後、子ど

も一人一人の身体表現を分析した。VTR に収録し

た身体表現は、表1に示した身体表現を捉える観点

の項目を使用し、各項目の基準に従って評価した。 

3 研究の流れ 

図1 研究の流れ 

4 分析の視点 

 子どもの身体表現を評価する観点については、鈴

木¹⁴⁾の示した身体表現を捉える観点の項目を参考

とした。その中で本研究の考察に必要と思われる点

を一部変更した。使用した観点と基準は表1のとお

りである。 

表１ 身体表現を捉える観点 

項目  具体的な観点  得点の基準 

① イメージの具体性  題材へのイメージを具体的に

表現している。 

なりきって表現している。 

 ３：明確なイメージをもってなりきって表現している 

２：イメージを漠然ともってなりきろうとしている 

１：イメージがもてず、なりきれていない 

② イメージの独自性  他の子どもが思いつかない 

独自の表現をしている。 

 ３：たいへん独特である 

２：他の子どもの模倣ではないが一般的である 

１：他の子どもの模倣、又はイメージを持っていない 

③ 動き方の豊かさ  動きの種類、体の使い方、表情

の在り方。 

雰囲気を楽しんでいる。 

 ３：多様な動き、のびのびと大きくつかう、豊かな表情 

２：2種類の動き、日常の範囲内、まあまあ 

１：1種類以下の動き、つかえていない 

④ 動きの変化  速度や方向を変化させたり 

複合的な動きで表現したり、 

動きを繰り返したりしている。 

 ３：たいへんよくできている 

２：まあまあできている 

１：できていない 

⑤ 動きの確かさ  表現したいと思う動きを 

体全体や細部を使って意識的

に行っている。 

 ３：たいへん意識的にできている 

２：まあまあ意識的にできている 

１：できていない 
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 3つの活動における個人の特定をし、それぞれ身

体表現を3段階で評価した。この評価は指導教員と

筆者が分析の視点を照合したうえで行った。 

また、幼児の身体表現について考察する際、子ど

もの特徴や傾向を理解するために「身体表現の基礎

力」を測ることにした。これは、「幼児期の感性尺

度¹⁵⁾」と「子どもアクティビティ尺度¹⁶⁾」から成

り立っている。「身体表現の基礎力」を測る項目は、

指導者である副担任が評価した。 

5 分析方法 

身体表現のテーマと身体表現を捉える観点間、身

体表現のテーマ別に見た身体表現を捉える観点と

性、身体表現基礎力による差があるかを調べるため

に分散分析を行った。その後、身体表現のテーマに

ある場面別に身体表現を捉える観点において、分散

分析を行い、個人プロフィールと合わせた考察を行

った。 

 

Ⅲ 結果と考察 

 分散分析を用いた量的考察と、身体表現のテーマ

別に場面を分けた質的考察を行った。 

1 「身体表現のテーマ」×「身体表現を捉える観

点」の関係 

研究対象とした 3 つの身体表現活動のテーマと

身体表現を捉える観点について分散分析を行った

結果、テーマ間には差はなく、身体表現を捉える観

点間に差が見られた。(表2) 

表2「身体表現のテーマ」×「身体表現を捉える観点」分散分析の結果 

2 テーマ別に見た身体表現活動の傾向 

 性差と身体表現基礎力差の側面からテーマ別に

考察した。 

1)性による差 

分散分析の結果、身体表現のテーマ「たまねぎ」

にのみ、身体表現を捉える観点において性による有

意差が見られた。男児は、「動きの確かさ」よりも、

「動きの変化」、「動き方の豊かさ」の得点が高い傾

向を示した。女児は、「イメージの具体性」よりも、

「動きの変化」や「動き方の豊かさ」の得点が高く、

また、「イメージの独自性」よりも、「動きの確かさ」

の得点が高かった。(図 2) 以上のことから、「たま

ねぎ」という身体表現のテーマにおいて、男児は身

体全体や細部を使って意識的に表現したり、自分の

現したいもののために動きを選択したりするより

も、空間や時間を意識したり、のびのびと身体を使

うような表現をしていることが分かった。 

また、女児はイメージを具体的に表現したり自分

の中にすぐに表現を思い浮かべるよりも空間や時

間を意識したり、のびのびと身体を使う表現をして

いることが分かった。他の子どもが思いつかない独

自な表現をするよりも身体全体や細部を使って意

識的に表現していることが分かった。 

 

図2 「たまねぎ」における身体表現観点別の平均点 

2)身体表現基礎力による差 

身体表現基礎力の側面から見ると、身体表現のテ

ーマ「かお」にのみ有意差が認められた。(図3) 「か

お」という身体表現のテーマは状況を表現したり、

感情と動きを結びつけたりする表現のほかに、「た

くましい顔」「いたずら顔」など、抽象的な場面が

あった。このように具体的でない言葉を動きとして

表現することが容易ではなかったと考えられる。そ

の中で、身体表現の基礎力が高い子どもの方が、絵

を真似て表現したり、自分なりに解釈したりするこ

とが可能であったのではないかと推察される。 

 
図3 「かお」における身体表現観点別の平均点 

3 場面別に見た身体表現活動の傾向 

 分散分析の結果、全てのテーマにおいて身体表現

のテーマにおける場面と身体表現を捉える観点間

に有意差が認められたため、特徴的な子どもの姿を

捉えながら、一つの場面において、主に経験させた

いこと、表現のモチーフとなるものを考察の着目点

として、場面ごとに考察した。テーマごとに計算し

た平均点の移り変わりは図4、図5、図6のとおり

である。 

 SS ｄｆ Mｓ F P  

テーマ  .040 2  .020  .038 .963  

身体表現観点 10.814 4 2.704 63.147 .000 ** 

テーマ×身体表現観点  1.352 8  .169  3.945 .000 ** 

誤差（テーマ×身体表現観点） 10.282 240  .043    
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図4「カタツムリ」場面別の平均点  図5「かお」場面別の平均点 

 

図6「たまねぎ」場面別の平均点 

4 表現のモチーフ別考察 

場面別に考察した後、3つのテーマの中から、全

10個表現のモチーフを発見できた。そのため、そ

れぞれのモチーフごとに子どもの姿と照らし合わ

せながら考察した。 (表3) 

表3 表現のモチーフ 

1)「想像して表現する」 

自ら想像して表現するモチーフは、「動きの変化」

や「動き方の豊かさ」は高くなるが、想像する内容

（イメージ）は画一的になりやすいことがわかった。

しかし、保育者がその状況や場面を具体的に言葉に

したことで、イメージの想起につながる子どもが見

られた。また、独自の表現をしている子どもの姿を

保育者が捉えて他の子どもと共有することで、他の

子どもにもイメージが伝わったり、既存の表現の枠

が外れて新しい表現が生まれたりすることが分か

った。つまり、他者からのイメージを受け、動きに

つなげることの出来るモチーフであることが分か

った。 

2)「動き方を工夫する」 

動き方を工夫して表現するモチーフは、「動きの

変化」が生まれやすい。その動きを強調させるよう

な保育者の言葉がけにより、子どもの動きが大きく

なったり変化が生まれたりすることが分かった。ま

た、単純でわかりやすい動きの方が、動きが大きく

なることが推察される。また、動くことで身体の使 

い方を理解し、他の動きにつながったり拡がりがも

てたりするということが分かった。 

3)「対象物を見ながら表現する」 

表現したいものを目の前にして活動することで、

自分の表現したいもののために動きを選択したり、

身体全体や細部を使って意識的に表現したりする

など、明確なイメージをもつことが出来る子どもが

いることが分かった。その反面、対象物そのものに

興味を持ち、身体表現から離れてしまう子どもがい

ることが分かった。 

4)「形を理解して表現する」 

5歳児にとって単純な形への理解はできているた

め、動きが生まれやすいことが分かった。また形を

意識するための保育者による具体的な言葉がけが、

子どもの動きを確かにすることも分かった。また、

独自の表現をしている子どもの姿を子どもたちの

間で見せ合うことで、そこから動きがより確かにな

ることが分かった。視覚的に捉えさせることによっ

て、イメージの広がりにつながることが示唆された。 

5)「心で思ったことを表現する」 

自分の思いを伝えられるようになったり、感情表

現ができるようになってきた5歳児にとって、思っ

たことを動きにして表すということは身近な表現

方法であり、日頃から無意識のうちに行っているこ

とであるためすぐに動きにすることができたり、動

きをより大きくすることが出来るということが分

かった。 

6)「状態を表現する」 

 表現する自己(他己)の状態が身近である事で具体

的で明確なイメージをもつことができることが分

かった。また、それによって、身体全体や細部を使

って意識的に表現することが出来るということが

分かった。 

7)「抽象的なものを表現する」 

 言葉の意味を理解することが難しい題材は、身体

表現における動きが生まれにくいということが分

かった。今回の研究では、模倣したり、情報を得た

りする絵本という素材があった。そのため、主に身

体表現の基礎力が高い子どもにとって、イメージを

表出する一助になったと考えられる。 

 

 

 

表現のモチーフ 場面 

1)想像して表現する 干からびたカエル、干からびたカタツムリ、 

植えられる苗 

2)動き方を工夫する 元気なカエル 

3)対象物を見ながら表現する 元気なカタツムリ 

4)形を理解して表現する 顔のパーツ、たまねぎの玉(根) 

5)心で思ったことを表現する 感情 

6)状態を表現する 眠った顔 

7)抽象的なものを表現する たくましい顔、いたずら顔 

8)対照的な表現をする 味覚 

9)動きの力性を表現する 水を浴びる、太陽の光を浴びる 

10)空間を意識して表現する 収穫されたたまねぎ 
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8)「対照的な表現をする」 

 本研究で対象とした味覚刺激を動きで表すこと

は、５歳児にとっても難しい題材であると考えられ

る。しかし、より身近な題材に対して対照的な2つ

の題材を用いることで、その移り変わりを楽しみ、

動きが豊かになる様子も捉えられた。難しい題材で

あっても、対照的なものを用いることで、表現が可

能になるということが分かった。 

9)「動きの力性を表現する」 

 動きの力性を意識するモチーフにおいては、イメ

ージは多様にならないが、動き方は豊かになること

が分かった。しかし、保育者のオノマトペ表現が、

子どものイメージや動きを豊かにする要件の一つ

である様子も捉えられた。 

10)「空間を意識して表現する」 

 空間を意識する、つまり空間の中にいる自分を意

識するということは比較的難しいモチーフである

と考えられる。しかし、空間を意識して表現するモ

チーフでは、当初のイメージがはっきりしていなく

ても、動いてみることで変化が生まれていた。のび

のびと身体を使って表現することで、動き方の豊か

さや動きの変化が生まれることが分かった。  

5 場面別身体表現の考察から得た経験による違い 

1)身体表現のテーマ「カタツムリ」 

対象物を目の前にして観察しながら身体表現を

行ったため、明確なイメージをもつことが出来る子

どもがいるその反面、対象物そのものに興味を持ち、

身体表現から離れてしまう子どもがいることが分

かった。 

2)身体表現のテーマ「かお」 

研究対象となる子ども全員が絵本を見て表現す

るということで、視覚的情報、聴覚的情報が統一さ

れてしまうことが考えられた。そのため、イメージ

の独自性の観点は得点が低くなるということが分

かった。しかし、表現活動を発展させる要因は視覚

刺激、聴覚刺激のみとは限らないので、保育者の言

葉がけやそれによって子どもが自分の経験と照ら

し合わせて生み出すイメージにより動きは豊かに

なっていくと推察された。 

3)身体表現のテーマ「たまねぎ」 

たまねぎを育て収穫するという活動を自身の身

体の動きで経験しているということが、身体を動か

す表現に直接つながったのではないかと推察され

た。また、たまねぎの成長を見て、触って、匂いや

感触を感じ取っているため、具体的で明確なイメー

ジが生まれたのではないかと推察された。そのため、

表現したいイメージが定まっているので、より具体

的に表現しようとしていたのではないかと考えら

える。 

 

6 表現のモチーフの位置づけ 

 図7では10個の表現のモチーフを個人差の大小、

難易度の高低によって位置づけた。5歳児に適した

題材の傾向が、以下のように捉えられた。 

 

図7 表現のモチーフの位置づけ 

 

Ⅳ 今後の課題 

本研究では、身体表現活動における題材の検討を

試みたが、実際の保育現場では、全く同じ場面、全

く同じ子どもの姿はあり得ない。そのため、身体表

現活動における画一的な方法や手順を示すことは

難しいが、子どもを見る視点を考え、適した題材を

身体表現活動に取り入れることは、保育者が苦手意

識から抜け出す一助になると考えられる。 

また、本研究では、題材に関して考察を行ったの

で、子ども同士の相互の関わり合いについて深く考

察することが出来なかった。子どもたちの身体表現

活動は、他者の模倣や周囲の刺激から展開されるも

のであると考えられる。そのため、心で感じたもの

を表現し、そこからまた次の活動が繰り返される中

で、どのような他者との関わり合いがあるのかとい

う点に注目して考察することを課題としたい。 
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